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お年寄りを含むすべての人々が 
 

「一人でやれることはやり、生活を楽しむ」 
 

    社会を実現する。      
 

超早期診断技術開発プロジェクト 
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医療関連機関 
 
- 診断・治療 - 

将来の医療システム 

家庭（生活の場） 

医療関連機関 
 
- 日常の健康管理・診断・治療 - 

家庭（生活の場） 

 

将来は家庭が健康管理の場となる 
 

 
身体の異常を感じ
たら病院等に 
 

健康情報
送信 

健康管理 
発病前、あるい
は重症化する
前に病院等に 

早期予知・早期診断による重大疾患の予防、
早期治療→健康な老後＋医療費抑制 

現状 
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健康長寿社会を
実現するために、
日本における３大
死因であるがん、
脳血管疾患、心
疾患、およびこれ
らのハイリスク群
である生活習慣
病の早期予知、
早期診断を目指
す。 

がん 心疾患 脳血管疾患 生活習慣病 高齢者の健康 
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本プロジェクトが開発した生体情報計測装置は「将来の医療システム」につなげる。 

一般家庭等で計測した健康情報を医療
機関等に自動送信し、医療関係者が常
時健康管理を行う（家庭等と医療機関の
相互データ通信）。 

健康情報通信システム 
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早期診断技術に関する研究プロジェクト 
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血管の健康
度評価 

呼気成分で健
康の評価や病
気の兆候察知 

一滴の血
液でがん、
感染症など
を早期診断 

スマートトイレ
システムで食
事管理、生活
習慣病やアル
ツハイマー病
の兆候察知 

呼吸の状態、
身体の動きを
モニタリング 

ベッドでの体
位や身体の
動きをモニタ
リング 



早期診断技術に関する研究プロジェクト 

     お わ り 
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